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※フィールドワークは昼食代と体験等で別途追加料金が必要。
　①生野コリアタウン：3000円　②釜ヶ崎ツアー：1000円

一　般
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●一日参加 2000円

●両日 5000円
●一日参加 3000円
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生活を変える、福祉を変える、社会を変える――いのちと平和を守るために

主催／第20回社会福祉研究交流集会実行委員会、総合社会福祉研究所 
後援／全国福祉保育労働組合大阪地本、社会福祉施設経営者同友会、大阪保育運動連絡会、大阪府保険医協会、全大阪生活と健康を守る会連合会、大阪障害者センター、
　　　大阪労連、大阪自治労連、大阪民主医療機関連合会、大阪府関係職員労働組合、大阪市役所労働組合、大阪きょうされん 他 
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まごさき うける

会場：エル・おおさか エルシアター
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天
使
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2014年
8月30日（土）
～31日（日）

（元外務省国際情報局長）

対
米
関
係
か
ら

日
本
の
支
配
構
造
、平
和
、

国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

ど
う
み
る
か

カンカラ三線を用いたオリジナ
リティあふれるパフォーマンス
で会場を元気に沸かします

社会福祉法人かがやき神戸・
ぐりぃと。ゆかいなクラウンたち 

全体会 会場：大阪大学吹田キャンパス

フィールドワーク

テーマ

●分科会　　　　　●基礎講座
●ひろば井戸端会議

●なにわの福祉探訪
　①生野コリアタウン ②釜ヶ崎ツアー

inおおさか

第１日目8月30日（土）／13時開場／13時30分開会 第2日目8月31日（日）／9時30分～

学部学生・障害者等

いのちと平和を守るために



総合社会福祉研究所 TEL06-6779-4894　
FAX06-6779-4895

http://www.sosyaken.jp/　
E-mail:mail@sosyaken.jp

日時：2014年 8月30日（土）10時半～
場所：エル・おおさか　南館ホール
内容：社会福祉をめぐる情勢の特徴と2013年度事業報告／2013年度
　　　決算／第14期（2014年度・15年度）事業計画（案）等。

※その後同会場別ホールにて、第 20回社会福祉研究交流集会を開催します。
※後日、第 26回総会および集会のご案内、出欠通知（委任状）を送付しますので、
ご返送をお願いします。
※その他、総会・集会に関するお問い合せは下記までお願いします。

発行・注文先●（有）福祉のひろば
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12　
TEL・FAX06-6779-4955
E-mail: hiroba@ sosyaken.jp
カード決済もOK!　オンラインでもご注文いただけます！
➡http://www.sosyaken.jp/ hiroba/

子ども・若もの・障害のある
人に寄り添って

1,944円（税・送料込）
青木道忠著

【あおき　みちただ】大阪発達支援センターぽぽろ所長、
子ども・若もの支援ネットワークおおさか理事長、全国
障害者問題研究会　大阪支部顧問、総合社会福祉研究所
理事、他。発達相談員、大学非常勤講師。
現在、本誌に「相談室の窓から　障害者の真の自立をも
とめて」好評連載中。

大好評！第3版！

（有）福祉のひろば
TEL・FAX06-6779-4955　E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

HP：http://www.sosyaken.jp/ hiroba/

〒543-0055
大阪市天王寺区悲田院町8-12　

総合社会福祉研究所では、「福祉のひろば」を電子書籍で販売しています。み
なさんも、論文や調査書、雑誌などを電子書籍で販売・提供してみませんか。
有料・無料どちらでも可能！　電子書籍サイト「パブー」にて販売可能です。
お気軽にご相談ください。（手数料要相談）

電子書籍サイト「パブ―」
→http://p.booklog.jp/ で
「総合社会福祉研究所」
と検索！



戦争と平和、独立
── チェコ・プラハを訪ねて ──

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
が
地
獄
な
ら
、
テ
レ
ジ
ン
は
地
獄
の

入
口
（
記
念
館
を
訪
ね
て
）

　

一
九
四
七
年
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
政
府
は
、
自
由
、
民

主
主
義
そ
し
て
人
権
の
抑
圧
の
悲
惨
な
結
果
を
記
憶
に
と
ど

め
る
た
め
、
テ
レ
ジ
ン
記
念
館
の
設
立
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
九
三
九
年
三
月
の
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
チ
ェ
コ
占
領

後
、
ナ
チ
ス
の
恐
怖
政
治
の
結
果
、
従
来
の
監
獄
が
次
第
に

満
杯
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
に
国
家
機
密
警
察
（
ゲ
シ
ュ
タ

ポ
）
の
プ
ラ
ハ
本
部
刑
務
所
が
造
ら
れ
、
六
月
一
四
日
に
最

初
の
囚
人
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　

大
戦
中
に
テ
レ
ジ
ン
収
容
所
に
送
ら
れ
た
逮
捕
者
は
、
三

万
二
〇
〇
〇
人
、
そ
の
う
ち
五
〇
〇
〇
人
は
女
性
。
大
半
は

チ
ェ
コ
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
ソ
連
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、

ド
イ
ツ
人
や
南
ス
ラ
ブ
人
等
他
民
族
も
収
容
さ
れ
ま
す
。
一

九
四
五
年
に
は
、
ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
人
捕

虜
や
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
人
質
等
も
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
過
酷
な
待
遇
を
受
け
ま
し

た
。
囚
人
の
多
く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
運
動
の
メ
ン
バ
ー

で
し
た
。
囚
人
の
大
多
数
は
、
こ
の
地
が
中
継
地
点
で
、
ナ

チ
ス
に
よ
る
裁
判
や
他
の
収
容
所
に
送
ら
れ
、
約
五
五
〇
〇

人
が
死
亡
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ジ
ン
収
容
所
で
は
、
劣
悪

な
居
住
条
件
で
、
病
気
、
看
守
に
よ
る
虐
待
の
た
め
、
二
六

〇
〇
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
戦
争
末
期
に
は
、
発ほ
っ
し
ん疹

チ
フ

ス
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
ナ
チ
ス
は
何
ら
手
立
て
を
と
り
ま

せ
ん
で
し
た
。（
写
真
は
、
テ
レ
ジ
ン
収
容
所
の
地
下
道
か

ら
処
刑
場
に
通
じ
る
道
）



　

プ
ラ
ハ
を
訪
れ
る
多
く
の
人
が
、マ
リ
オ
ネ
ッ

ト
劇
場
を
訪
れ
ま
す
。「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」

を
観
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
使
い
手
が
舞
台
に

登
場
し
、
人
形
と
対
峙
す
る
斬
新
な
演
出
も
あ

り
ま
し
た
。
人
形
は
け
っ
こ
う
強こ
わ
も
て面
で
、
阿
波

文
楽
を
彷ほ
う
ふ
つ彿
し
ま
す
。
セ
リ
フ
も
辛し
ん
ら
つ辣
。

　

そ
れ
は
、
チ
ェ
コ
が
列
強
か
ら
抑
圧
さ
れ
て

い
た
歴
史
と
関
係
す
る
よ
う
で
す
。
侵
略
さ
れ
、

チ
ェ
コ
語
が
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
唯
一
マ

リ
オ
ネ
ッ
ト
劇
だ
け
は
、
チ
ェ
コ
語
の
使
用
を

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
の
人
々
は
、

こ
こ
で
反
骨
の
文
化
を
育
み
ま
し
た
（
写
真
は
、

木
彫
り
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
で
す
）。　



　

二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
々
と
チ
ェ
コ
は
Ｅ
Ｕ
に
加
盟

し
ま
す
。
以
前
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
（
二
〇
一
二
年
四
月
号
）
が
、

経
済
圏
の
広
域
化
は
、
流
通
を
大
き
く
変
え
、
働
く
環
境
も
変
え
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
資
本
が
入

り
込
む
姿
を
見
ま
す
。

　

こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
ロ
シ
ア
の
富
豪
族
に
よ
っ
て
、
と
く
に
観
光
地
を
中
心

に
ホ
テ
ル
等
の
買
収
が
行
わ
れ
、
チ
ェ
コ
の
人
は
い
や
が
っ
て
い
る
」。
以
前
、
北
海
道

の
ニ
セ
コ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
資
本
に
買
い
取
ら
れ
た
よ
う
に
。
観
光
が
国
民
の
生
活
を

支
え
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
政
権
は
原
発
推
進
派
で
、
南
部
の
二
つ
の

原
発
の
電
力
は
、
海
外
に
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　



プ
ラ
ハ
で
広
島
を
観
る

　

プ
ラ
ハ
の
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
川
沿
い

の
チ
ェ
コ
通
産
省
の
建
物
。
一
九

三
二
年
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
建
築
の

代
表
的
建
築
家Josef Fanta

（
ヨ

セ
フ
・
フ
ァ
ン
タ
）
が
設
計
し
ま

し
た
。
広
島
県
物
産
陳
列
館
（
広

島
原
爆
ド
ー
ム
）
と
う
り
ふ
た
つ

と
言
わ
れ
、
設
計
者
で
は
な
い
か

と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
陳
列

館
の
設
計
は
、Jan Letzel

（
ヤ

ン
・
レ
ツ
ェ
ル
）
で
、
一
九
一
五

年
に
設
計
さ
れ
、
レ
ツ
ェ
ル
は
一

九
二
五
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
原
爆
ド
ー
ム
と
立

地
条
件
や
建
物
が
そ
っ
く
り
だ
と

写
真
に
収
め
る
人
も
い
ま
す
。

（
写
真
・
文　

下
野
祇
園　

二
〇

一
四
・
六
撮
影
）
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社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
高
校
生

高
校
時
代
、
私
は
渋
谷
で
月
二
五
日
を
過
ご
す
「
難
民
高
校
生
」
で
し
た
。
中
学
三
年
生
の
と
き
に

父
が
単
身
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
反
抗
期
の
娘
た
ち
を
一
人
で
育
て
る
こ
と
に

な
っ
た
母
は
、
ス
ト
レ
ス
で
う
つ
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
に
行
け
ず
に
寝
込
ん
で
い
る
母
と
私
は
衝
突

す
る
よ
う
に
な
り
、
私
は
家
族
と
顔
を
合
わ
せ
る
の
が
い
や
で
、
放
課
後
を
渋
谷
で
過
ご
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昼
夜
逆
転
し
て
眠
れ
な
い
日
々
が
つ
づ
き
、
遅
刻
や
欠
席
が
増
え
る
と
教
員
か
ら
注
意
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
家
族
も
教
員
も
本
当
の
想
い
を
分
か
っ
て
く
れ
な
い
」
と
、
私
は
ま
ち

に
出
て
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
も
夢
も
な
く
、
学
校
に
行
く
目
的
が
も
て
ず
、

高
校
を
二
年
生
の
夏
に
中
退
し
ま
し
た
。

私
は
、
家
庭
や
学
校
、
ほ
か
の
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
高
校
生
の
こ
と
を
「
難
民

高
校
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
当
時
の
私
や
友
人
た
ち
は
、
家
庭
に
も
学
校
に
も
居
場
所
を
失
く
し
た

「
難
民
」
で
し
た
。
家
庭
と
学
校
の
往
復
を
生
活
の
軸
に
し
て
い
る
高
校
生
は
、
そ
こ
で
の
関
係
性
が

く
ず
れ
る
と
社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
落
ち
着
か
ず
、
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
私
は
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
漫
画
喫
茶
を
転
々
と
し
、
段
ボ
ー
ル
を

し
い
て
ビ
ル
の
屋
上
で
一
夜
を
明
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
大
人
の
目
に
ふ
れ
な
い
「
難

民
キ
ャ
ン
プ
」
の
よ
う
な
場
所
で
し
た
。

ま
ち
を
さ
ま
よ
う
私
た
ち
は
、
多
く
の
大
人
た
ち
か
ら
冷
や
や
か
な
目
で
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
声

を
か
け
て
く
る
の
は
、
援
助
交
際
を
も
ち
か
け
て
く
る
男
か
、
水
商
売
や
風
俗
な
ど
裏
の
世
界
に
引
き

ず
り
込
も
う
と
す
る
大
人
だ
け
。
友
人
た
ち
は
、
ど
ん
ど
ん
そ
う
い
う
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

支え、ともに感じ、
向き合える大人になりたい

一般社団法人Colabo代表　仁
にとう

藤　夢
ゆめの

乃さん
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にとう　ゆめの
　1989年東京都町田市生まれ。中学生の頃から「渋谷ギャル」
生活を送る。高校中退後、故・阿蘇敏文氏に知遇を得て農業、
NPO、国際活動に触れ社会活動をはじめる。東日本大震災後
「Colabo」を立ち上げ、被災地の中高生・地元企業との協働プ
ロジェクトを実施。
　2013年、『難民高校生──絶望社会を生き抜く「私たち」の
リアル』（英治出版）出版。居場所や社会的つながりを失った
高校生や性的搾取の対象になりやすい青少年の問題を発信する
とともに、少女の自立支援を行っている。

若
者
と
社
会
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
の
場
づ
く
り
を

そ
ん
な
生
活
を
つ
づ
け
て
い
た
私
で
す
が
、
高
卒
認
定
合
格
を
め
ざ
し
て
通
っ
た
予
備
校
で
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
に
向
き
合
っ
て
く
れ
る
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
農
園
ゼ
ミ
を
担
当
し
て
い
た
私
よ
り
五

〇
歳
年
上
の
、
牧
師
で
元
教
師
の
阿
蘇
敏
文
さ
ん
で
す
。
阿
蘇
さ
ん
は
、
農
作
業
を
通
し
て
一
緒
に
汗

を
か
く
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
き
、
一
緒
に
感
じ
、
考
え
、
行
動
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

視
野
を
広
げ
、
前
向
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
に
進
学
し
た
私
は
社
会
活
動
に
か
か
わ
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
渋
谷
の
友
人
た
ち
は
み
な
、
難
民
生
活
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、

高
校
生
に
目
を
向
け
た
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

Colabo
で
は
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
も
た
な
い
一
〇
代
の
少
女
、
と
く
に
性
搾
取
や
違
法
労
働
に

い
き
つ
い
て
し
ま
っ
た
少
女
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
場
に
は
、
家
族
か
ら
の
暴
力
や

ネ
グ
レ
ク
ト
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
高
校
中
退
な
ど
、
家
庭
や
学
校
か
ら
も
れ
た
子
ど
も
が
多
く
い
ま

す
。
危
険
な
仕
事
が
、
居
場
所
を
な
く
し
た
少
女
に
「
衣
食
住
」
と
「
関
係
性
」
を
提
供
し
、
生
活
を

支
援
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

高
校
中
退
者
は
年
間
約
五
万
五
〇
〇
〇
人
、
不
登
校
者
数
高
校
五
万
人
、
中
学
九
万
人
、
一
〇
代
の

自
殺
者
数
は
毎
年
五
〇
〇
人
以
上
で
す
。
六
人
に
一
人
が
子
ど
も
の
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
い

ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
重
な
っ
て
、
居
場
所
や
つ
な
が
り
を
も
た
な
い
「
難
民
高
校
生
」
が
う
ま
れ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
送
れ
る
よ
う
、
私

は
阿
蘇
さ
ん
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
は
げ
ま
し
、
支
え
、
と
も
に
感
じ
考
え
て
く
れ
る
大
人
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平和と福祉シリーズ　戦争と福祉は両立しない特集

　
　
　
　
　

平
和
と
社
会
保
障
の
危
機
を
反
撃
の
転
機
に　
　
　
　
　
　
　

福
祉
の
ひ
ろ
ば
編
集
人　

石
倉　

康
次

�
武
力
に
よ
っ
て
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
憲
法
九
条
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、「
集
団
的
自
衛
権
」
を
建
前
に
、「
専

守
防
衛
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
を
も
逸
脱
す
る
「
政
策
」
を
、
公
明
党
は
政
権
与
党
に
と
ど
ま
る
た
め
に
自
民
党
と
大
筋

合
意
し
ま
し
た
。
憲
法
改
正
を
せ
ず
に
、
日
本
を
海
外
で
武
力
行
使
に
踏
み
切
れ
る
国
に
し
、
戦
争
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
道
に

重
大
な
一
歩
を
踏
み
出
す
選
択
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
時
期
に
、
か
つ
多
数
の
国
民
世
論
に
背
を
向

け
、そ
の
よ
う
な
重
大
な
選
択
を
す
る
と
い
う
独
裁
的
な
体
質
も
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。
政
権
党
の
こ
の
よ
う
な
態
度
と
選
択
は
、

若
者
の
あ
い
だ
に
、
徴
兵
制
復
活
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
怖お

そ

れ
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
広
範
な
国
民
の
あ

い
だ
に
現
政
権
へ
の
深
刻
な
不
信
と
離
反
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
一
方
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
に
日
本
軍
に
よ
っ
て
肉
親
の
命
を
う
ば
わ
れ
た
生
々
し
い
体
験
を
も
つ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
多
く
の
人
々
に
、
日
本
へ
の
不
信
感
と
警
戒
感
を
呼
び
覚
ま
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
戦
後
、
不
戦
の
誓
い
を
し
て
憲
法
九
条

を
も
つ
国
と
し
て
信
頼
回
復
の
努
力
を
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
築
き
あ
げ
て
き
た
経
済
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

交
流
の
成
果
を
掘
り
崩
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
二
度
目
の
国
際
的
な
裏
切
り
行
為
は
、
お
そ
ら

く
日
本
の
国
際
的
信
用
の
回
復
不
能
な
失
墜
を
も
た
ら
し
、
若
い
世
代
の
国
際
的
な
活
躍
の
場
を
、
狭
め
る
こ
と
を
憂
慮
し
な
い
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
、
す
で
に
四
月
一
日
に
、
法
の
平
和
主
義
に
基
づ
い
て
武
器
輸
出
を
全
面
的
に
禁
じ
て
き
た
「
武
器
輸
出
三
原
則
」

〈
声
明
〉


